
増
田
社
会
保
障
研
究
所
代
表

本
年
9
月
末、

安
倍
総
理
は、

議

員
任
期
を
1
年
以
上
残
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず、

衆
議
院
を
電
撃
的

に
解
散
し
た。
解
散
理
由
の
―

つ
に、

消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ
た
場
合

の
増
税
財
源
の
使
途
を
変
更
し
て、

幼
児
教
育
の
無
償
化、

す
な
わ
ち
幼

稚
園
や
保
育
所
の
無
償
化
や
高
等
教

育
の
負
担
軽
減
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
国
民
の
信
を
問
う、

と
し
た。

消
費
税
引
上
げ
に
つ
い
て
は、

凍

結
や
廃
止
を
主
張
す
る
政
党
が
あ
り

選
挙
の
争
点
と
な
っ
た
が、

幼
児
教

育
や
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は、

全
政
党
が
公
約
に
掲
げ
た
た
め、

こ

の
政
策
自
体
が
争
点
と
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た。

10
月
に
行
わ
れ
た
選
挙

結
果
は、

野
党
の
分
裂
等
に
よ
り、

扁

，

1
1
1
1

"

f
1
1

11

n

自
民
党
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た。

か
く

し
て、

幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化

は、

実
現
す
べ
き
政
策
と
し
て
確
立

さ
れ
た。

し
か
し、

こ
の
政
策
は、

総
選
挙

の
た
め
に
拙
速
的
に
打
ち
出
さ
れ
た

感
は
否
め
ず、

具
体
化
に
向
け
て
自

民
党
内
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た。

11
月

下
旬
時
点
で
は、

ま
だ
具
体
的
な
内

容
が
確
定
し
て
い
な
い
が、

総
選
挙

後
か
ら
現
在
ま
で
の
報
道
等
を
基
に

し
て、

と
く
に
保
育
無
償
化
政
策
の

妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
す
る。

政
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の

か、

従
来
の
政
策
と
の
整
合
性
は
と

れ
る
の
か、

少
子
化
対
策
と
し
て
有

効
か
等
の
観
点
か
ら
考
察
す
る。

増
田

雅
暢 ．

保
育
無
償
化
政
策
の

妥
当
性

幼
児
教
育
無
償
化
に
関
連
す
る
衆

議
院
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
公
約

は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

•

幼
児
教
育
無
償
化
(
2
0
2
0
年

度
ま
で
に、

3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
子
供
達
の
幼
稚
園
・

保
育

園
の
費
用
を
無
償
化。

0
歳
児
か
ら

2
歳
児
に
つ
い
て
も、

低
所
得
世
帯

に
対
し
て
無
償
化）

•

待
機
児
童
解
消
の
た
め、

2
0
2

0
年
度
ま
で
に、

32
万
人
分
の
保
育

の
受
け
皿
整
備
を
進
め
る

•

真
に
支
援
が
必
要
な
所
得
の
低
い

家
庭
の
子
供
達
に
限
っ
て、

高
等
教

育
の
無
償
化
を
図
る

•

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
に、

介

護
職
員
の
更
な
る
処
遇
改
善

•

本
年
末
ま
で
に
2
兆
円
規
模
の
新

た
な
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
ま
と
め
る

•

消
費
税
10
％
時
の
増
収
分
を、

子

育
て
世
代
へ
の
投
資
に
集
中
し、
「
全

世
代
型
社
会
保
障」

へ
と
舵
を
切
る

ま
ず、

2
兆
円
の
根
拠
が
は
っ
き

り
し
な
い
。

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

つ
い
て
は、
「
幼
児
教
育
無
償
化
に

関
す
る
関
係
閣
僚
・

与
党
実
務
者
連

2
兆
円
の
根
拠
は
？

絡
会
議」

が
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た

の
で、

そ
の
時
の
資
料
と
し
て、

3

\
5
歳
ま
で
の
幼
児
教
育
と
保
育
を

無
償
化
し
た
場
合
は
約
7
8
0
0
億

円
と
い
う
推
計
値
（
平
成
25
年）
が
あ

る
。

32
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
整

備
と
し
て
約
3
千
億
円。

両
者
を
合

わ
せ
て
も
約
1
兆
l
千
億
円。

高
等

教
育（
大
学）
の
無
償
化
に
は
約
8
千

億
円
と
い
わ
れ
て
い
る
が、

こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
具
体
的
な
内
容
は
全
く

不
明
で
あ
る。

こ
う
し
た
積
算
根
拠
が
あ
い
ま
い

な
2
兆
円
の
う
ち、

1
兆
7
千
億
円

は
消
費
税
増
収
分
を
あ
て、

残
り
の

3
千
億
円
は
経
済
界
に
拠
出
し
て
も

ら
う
と
い
う。
経
済
界
と
い
っ
て
も、

実
際
は、

各
企
業
と
労
働
者
が
負
担

す
る
の
で
あ
る
か
ら、

積
算
根
拠
が

明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た、

消
費
税
増
収
分
の
使
途
変

更
と
し
て、
「
借
金
返
済
分
を
幼
児

教
育
無
償
化
に
あ
て
る
」

と
の
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
が、

2
0
1
2
年

当
時
の
「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改

革」

の
議
論
で
は、

5
％
の
税
率
引

上
げ
の
う
ち
約
1
％
増
収
分
を
社
会

保
障
の
機
能
強
化
へ
、

約
4
％
増
収

分
を
社
会
保
障
の
安
定
化
に
充
て
る
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3
S
5
歳
の
保
育
料
を
無
償
化
す

る
政
策
は、

保
育
所
利
用
者
に
と
っ

て
は
経
済
的
負
担
軽
減
と
し
て
歓
迎

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が、
か
つ
て
の
「
老

人
医
療
費
無
料
化
政
策」
と
同
様
に、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
る。

第
一

点
は、

わ
が
国
の
社
会
福
祉

制
度
で
は、

財
源
が
公
費
負
担
の
も

の
に
つ
い
て
は、

利
用
者
負
担
は
負

担
能
力
に
応
じ
た
応
能
負
担
を
原
則

と
し
て
い
る
。

今
回
の
保
育
無
償
化

政
策
は、

こ
の
原
則
を
く
つ
が
え
す

こ
と
に
な
る。
「
少
子
化
対
策
」

と

い
う
理
由
だ
け
で、

原
則
を
変
え
る

論
理
的
必
然
性
が
あ
る
の
か
ど
う

か。

障
害
者
福
祉
等、

他
の
社
会
福

保
育
無
償
化
の
課
題

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た。

も
し
l
.

7
兆
円
を
社
会
保
障
の
安
定
化
以
外

に
使
用
す
る
と
な
る
と、

既
存
の
社

会
保
障
の
安
定
化
が
損
な
わ
れ
か
ね

な
い
が、

こ
の
辺
の
議
論
は
等
閑
視

さ
れ
て
い
る。

1
.
7
兆
円
の
財
源

不
足
を
国
債
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と

と
な
れ
ば、

将
来
世
代
の
負
担
は
増

え、

幼
児
教
育
無
償
化
の
少
子
化
対

策
と
し
て
の
意
義
は
弱
く
な
る。

第
三
点
は、

筆
者
が
最
も
大
き
な

家
庭
保
育
の
不
利
益

祉
制
度
に
お
け
る
利
用
者
負
担
の
在

り
方
と
整
合
性
が
と
れ
な
い
。

す
で
に
保
育
料
は、

低
所
得
世
帯

や
多
子
世
帯、

ひ
と
り
親
世
帯
等
に

着
目
し
て、
軽
減
が
図
ら
れ
て
き
た。

国
の
基
準
に
上
乗
せ
し
て、

地
方
自

治
体
が
さ
ら
に
軽
減
し
て
い
る
例
が

多
い
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
の
保
育

料
無
償
化
は、

こ
れ
ま
で
負
担
能
力

が
あ
る
と
し
て
一

定
の
負
担
を
し
て

き
た
高
所
得
世
帯
ほ
ど
利
益
が
大
き

く
な
る。

た
と
え
ば、

1
0
0
0
万

円
超
の
収
入
の
世
帯
に
と
っ
て、

年

間
で
約
1
0
0
万
円
も
の
負
担
軽

減、

逆
に
言
え
ば
可
処
分
所
得
の
増

と
な
る。

第
二
点
は、

保
育
所
の
増
設
等
に

よ
る
待
機
児
童
ゼ
ロ
政
策
や、

保
育

士
の
処
遇
改
善
等
の
保
育
士
確
保
対

策
の
方
が、

保
育
無
償
化
政
策
よ
り

も
優
先
順
位
が
高
い
の
で
は
な
い

か。

保
育
料
の
無
償
化
は、

保
育
所

に
対
す
る
需
要
を
誘
発
し、

待
機
児

童
を
解
消
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

課
題
と
考
え
て
い
る
事
柄
で、

保
育

所
利
用
を
選
択
す
る
世
帯
と、

保
育

所
に
子
ど
も
を
預
け
ず
自
宅
で
自
ら

の
手
で
子
ど
も
を
育
て
る
家
庭
保
育

を
選
択
す
る
世
帯
と
の
間
で、

看
過

で
き
な
い
大
き
な
経
済
的
不
公
平
が

存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一

般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
が、

保
育
所
運
営
費

の
中
で
利
用
者
負
担
が
占
め
る
割
合

は
小
さ
く、

国
や
地
方
自
治
体
の
負

担
が
大
変
大
き
い
。

世
田
谷
区
の
事

例
（
平
成
2増
年
度）
で
み
る
と、

保
育

所
を
利
用
す
る
幼
児
1
人
当
た
り
の

経
費
は
年
間
約
1
8
5
万
円。

そ
の

う
ち、

国
・

都
で
31
万
円、

世
田
谷

区
1
2
5
万
円、

利
用
者
負
担
29
万

円
で
あ
る。
利
用
者
負
担
の
割
合
は、

1増
％
に
す
ぎ
な
い
。

ゼ
ロ
歳
児
で
み

る
と、

1
人
当
た
り
経
費
は
年
間
3

7
6
万
円、

国
・

都
で
39
万
円、

世

田
谷
区
3
0
0
万
円、

利
用
者
負
担

3増
万
円
で
あ
る。

ゼ
ロ
歳
児
保
育
を

利
用
す
る
世
帯
は、

年
間
で
約
3
4

0
万
円
も
の
支
援
を、

国
・

都
及
び

世
田
谷
区
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
に

な
る。

さ
ら
に、

1
.
2
歳
児
に
対

し
て
は
約
1
9
0
万
円
の
支
援、

3

歳
児
で
は
約
1
2
3
万
円
の
支
援、

4
.
5
歳
児
で
は
約
1
0
7
万
円
の

支
援
と
な
る。

こ
の
よ
う
に
保
育
所
利
用
世
帯

は、

保
育
所
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て、

国
や
地
方
自
治
体
か
ら
多
額
の
支
援

を
受
け
る。
一

方、

家
庭
保
育
を
選

択
し
た
場
合
に
は、

児
童
手
当
以
外

は
公
的
な
支
援
策
に
み
る
べ
き
も
の

は
な
い
。

ゼ
ロ
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま

で
保
育
所
を
利
用
す
る
と、

世
田
谷

区
の
事
例
で
は、

通
算
で
9
3
0
万

円
の
公
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
に
な

る。

こ
れ
に
年
間
29
万
円
の
利
用
者

負
担
の
無
償
化、

6
年
間
で
約
1
8

0
万
円
の
支
援
が
加
わ
る。

ゼ
ロ
歳

児
か
ら
保
育
所
を
利
用
す
る
と、

1

0
0
0
万
円
超
の
公
的
支
援
を
受
け

る
こ
と
に
な
る。

保
育
所
保
育
を
選
択
し
た
方
が、

子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
は
明
ら
か
に

ト
ク
で
あ
る
が、

こ
こ
ま
で
保
育
所

保
育
世
帯
を
優
遇
す
る
理
由、

あ
る

い
は、

家
庭
保
育
世
帯
に
甚
だ
し
い

経
済
的
不
公
平
を
つ
く
る
理
由
は
ど

の
辺
に
あ
る
の
か。

家
庭
保
育
を
社

会
的
に
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か、

そ
れ
が
わ
が
国
の

社
会
規
範
と
し
て
妥
当
と
言
え
る
か

ど
う
か、

憂
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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